
02川越市-1

担 当 部 署
福祉部地域包括ケア推進課
049-224-6087 hokatsucare@city.kawagoe.lg.jp

イベント

【活動場所】
［府川自治会館］（東武東上線川越駅・JR川越駅よりバス乗車（八幡団地行）し、【山田小学校前】下車。徒歩12分。）

〒350-0831　川越市府川１３０

【本人・家族の関わりの状況】

月2回

【設立の経緯・プロセス】
すでにチームオレンジのような活動をしている団体に対して認知症サポーターステップアップ講座を行い、チームオレンジ
を立ちあげていくこととなった。

(4)

体操
活動日時・活動頻度

【活動内容】

川越市（チームオレンジ）

(5)

府川元気会

(1)
(2)
(3)

担 当 部 署

【基本情報】
市 町 村 名 川越市 人 口 35.2万人

【目的・コンセプト】
認知症の人ができる限り地域の良い環境で自分らしく暮らし続けることができるよう、認知症の人やその家族の支援
ニーズと認知症サポーターを中心とした支援を繋ぐ仕組みを地域ごとに整備し、認知症施策推進大網に掲げた「共
生」の地域づくりを推進することを目的とする。

(2)
(3)

民生委員をはじめとした声かけを行っている。

【今後の展望・課題】
(1) 認知症の人と共に楽しめる工夫の継続



人 口 35.2万人

【活動場所】
［寺尾自治会館］（東武東上線新河岸駅より徒歩17分）
〒350-1141　川越市寺尾1075

福祉部地域包括ケア推進課
049-224-6087 hokatsucare@city.kawagoe.lg.jp

活動日時・活動頻度 毎月1回

【目的・コンセプト】
認知症の人ができる限り地域の良い環境で自分らしく暮らし続けることができるよう、認知症の人やその家族の支援
ニーズと認知症サポーターを中心とした支援を繋ぐ仕組みを地域ごとに整備し、認知症施策推進大網に掲げた「共
生」の地域づくりを推進することを目的とする。

02川越市-2

担 当 部 署

川越市（2）（チームオレンジ）

(5)

オレンジ・ぽっかぽっか

(1)
(2)
(3)

担 当 部 署

【基本情報】
市 町 村 名

(4)

【活動内容】

自主グループの体操

川越市

グループワーク

すでにチームオレンジのような活動をしている団体に対して認知症サポーターステップアップ講座を行い、チームオレンジ
を立ちあげていくこととなった。

(2)

【設立の経緯・プロセス】

【本人・家族の関わりの状況】

(3)

集まったメンバーでグループワークをする。認知症当事者も参加し、サポートや参加者たちの認知症予防も楽しく行う
ことができている。

【今後の展望・課題】
(1) 認知症の人と共に楽しめる工夫の継続



02川越市-3

担 当 部 署
福祉部地域包括ケア推進課
049-224-6087 hokatsucare@city.kawagoe.lg.jp

地域の見守り活動
花壇などの手入れや傾聴などのボランティア

【活動場所】
［大東市民センター］（西武新宿線南大塚駅徒歩16分）
〒350-1118　川越市豊田本1881-1

【本人・家族の関わりの状況】

月1回

【設立の経緯・プロセス】
すでにチームオレンジのような活動をしている団体に対して認知症サポーターステップアップ講座を行い、チームオレンジ
を立ちあげていくこととなった。

(4)

月1回の定例会
活動日時・活動頻度

【活動内容】

川越市（3）（チームオレンジ）

(5)

チームオレンジほほえみ

(1)
(2)
(3)

担 当 部 署

【基本情報】
市 町 村 名 川越市 人 口 35.2万人

【目的・コンセプト】
認知症の人ができる限り地域の良い環境で自分らしく暮らし続けることができるよう、認知症の人やその家族の支援
ニーズと認知症サポーターを中心とした支援を繋ぐ仕組みを地域ごとに整備し、認知症施策推進大網に掲げた「共
生」の地域づくりを推進することを目的とする。

(2)
(3)

ステップアップ講座にて、チームや個人で認知症の方とできそうなことについてのグループワークを行った。

【今後の展望・課題】
(1) 認知症の人と共に楽しめる工夫の継続



人 口 35.2万人

【活動場所】
［牛子集会所］（東武東上線新河岸駅より徒歩15分）
〒350-0017　川越市大字牛子１１１

福祉部地域包括ケア推進課
049-224-6087 hokatsucare@city.kawagoe.lg.jp

活動日時・活動頻度 毎月2回

【目的・コンセプト】
認知症の人ができる限り地域の良い環境で自分らしく暮らし続けることができるよう、認知症の人やその家族の支援
ニーズと認知症サポーターを中心とした支援を繋ぐ仕組みを地域ごとに整備し、認知症施策推進大網に掲げた「共
生」の地域づくりを推進することを目的とする。

02川越市-4

担 当 部 署

川越市（4）（チームオレンジ）

(5)

チームオレンジ牛子ぽっかぽっか

(1)
(2)
(3)

担 当 部 署

【基本情報】
市 町 村 名

(4)

【活動内容】

いもっこ体操

川越市

すでにチームオレンジのような活動をしている団体に対して認知症サポーターステップアップ講座を行い、チームオレンジ
を立ちあげていくこととなった。

(2)

【設立の経緯・プロセス】

【本人・家族の関わりの状況】

(3)

自主グループ活動以外の行事にも声をかけあって参加している。

【今後の展望・課題】
(1) 認知症の人と共に楽しめる工夫の継続



(3)

チームオレンジの活動として、認知症について多くの方に知ってもらうため、啓発活動（アルツハイマー月間や認知症
サポーター養成講座等）を実施しているが、現時点で認知症本人及びその家族がチームオレンジメンバーにいない
ため、関わりがない状況である。

【今後の展望・課題】
(1) チームオレンジのメンバーとなってくれそうな本人・家族がいない

認知症サポーター養成講座の寸劇の劇団員
アルツハイマー月間の啓発物作成

国や県の方針等を踏まえ、認知症サポーターの養成および活動を促進して「共生」の地域づくりを推進していくた
め、おれんじカフェやアルツハイマー月間など既にある支援形態を発展させる形で令和３年６月に「坂戸市チームオ
レンジ」を設置した。

(2)

【設立の経緯・プロセス】

【本人・家族の関わりの状況】

(3)

担 当 部 署

【基本情報】
市 町 村 名

(4)

【活動内容】

おれんじカフェの運営ボランティア

坂戸市

【目的・コンセプト】
坂戸市見守りネットワークを核とした認知症高齢者等の理解や支援等を充実させるためのチームであり、趣旨に賛
同する認知症サポーター等の活動を促進する場とする。

34坂戸市-1

担 当 部 署

坂戸市（チームオレンジ）

(5)

坂戸市チームオレンジ

(1)
(2)

人 口 9.9万人

【活動場所】
［坂戸市内］（坂戸市役所ほか）
〒350-0292　坂戸市千代田1-1-1

福祉部高齢者福祉課
049-283-1331 sakado53@city.sakado.lg.jp

活動日時・活動頻度 適宜チームオレンジコーディネーターが依頼する



【活動場所】
［オレンジカフェ喫茶ゆず］（東武越生線東毛呂駅より徒歩１０分程度）
〒350-0465　埼玉県入間郡毛呂山町岩井西１丁目１５－１

【本人・家族の関わりの状況】

毎月第三木曜日10時～12時

【設立の経緯・プロセス】

43毛呂山町-1

担 当 部 署
高齢者支援課
049-295-2112 kourei@town.moroyama.lg.jp

地域の方に気になる方がいた際の情報提供や継続的な見守り
オレンジカフェまでの認知症当事者の方に向けた移動支援(徒歩)

毛呂山町 人 口 32,240.0万人

【目的・コンセプト】

既に活動されていたオレンジカフェのボランティアさんに声をかけ、ステップアップ講座を開催、チーム員となって頂いた。

(4)

オレンジカフェでの傾聴
活動日時・活動頻度

【活動内容】

毛呂山町（チームオレンジ）

(5)

チームオレンジ喫茶ゆず

(1)
(2)
(3)

担 当 部 署

【基本情報】
市 町 村 名

(2) 栄養・口腔に関するプチ講演会等行う予定
(3)

特別何かをするのではなく、認知症の方に向けたアンテナの高い気付きと、今までのボランティア時と変わらない、認
知症当事者や家族との対応や傾聴をしている状況。認知症当事者の方と一緒にオレンジカフェに来て頂いたりもし
ている。

【今後の展望・課題】
(1) 認知症当事者の参加も増えて盛り上がり見せているので、このまま継続していきたい。



(2)
(3)

直接的な支援はない。カフェに来た方など、認知症の有無にかかわらず、目の前の方を大切にする。認知症に対す
る理解を広めていく。

【今後の展望・課題】
(1) チームオレンジを立ち上げたが、リーダーとなるべく人が育たないし、そのような自覚をもって活動してくれる方がいない。

市 町 村 名 嵐山町 人 口 1.8万人

【目的・コンセプト】
認知症の方やそのご家族の困りごとの支援ニーズと、認知症サポーターを中心とした支援者をつなぐことを目的とする

【活動内容】

嵐山町（チームオレンジ）

(5)

チームオレンジらんざん

(1)
(2)
(3)

担 当 部 署

【基本情報】

【活動場所】
［嵐山町役場会議室］（東武東上線武蔵嵐山駅より徒歩３０分）
〒355-0211　埼玉県比企郡嵐山町大字杉山1030-1

【本人・家族の関わりの状況】

毎月第三火曜日、９時30分から１１時

【設立の経緯・プロセス】
令和3年度に認知症の理解促進、地域での支えあいをできるようにチームオレンジ設立を目的とした認知症サポー
ターステップアップ講座を実施。認知症に関する理解を深め、本人大使を招いての講話を聴いた。地域のために活
動をしたい方を募集。翌令和4年度にチームオレンジらんざんが設立となる。

(4)

アルツハイマー月間に合わせ、認知症のパネル展を実施（R4年度実施）
活動日時・活動頻度

46嵐山町-1

担 当 部 署
⾧寿生きがい課
0493-62-0718 r-chouju02@town.ranzan.saitama.jp

認知症カフェにボランティアとして参加
認知症を知ってもらう取り組みとして、マリーゴールドの種と一緒に認知症のカードを配布
アルツハイマー月間に合わせ、認知症をテーマとしたDVDの視聴を計画（R6年度実施予定）
「認知症とは?」という小冊子を作成し、イベント等で配布（R5年度実施）



(2)
(3)

現在、認知症の方やそのご家族の方が安心して生活できるまちを目指し、どんな支援が必要かチームオレンジとして
何ができるかを検討しています。

【今後の展望・課題】
(1)

市 町 村 名 川島町 人 口 1.9万人

【目的・コンセプト】
認知症の方やその家族が安心して生活できる地域を目指す

【活動内容】

川島町（チームオレンジ）

(5)

チームオレンジ川島

(1)
(2)
(3)

担 当 部 署

【基本情報】

【活動場所】

【本人・家族の関わりの状況】

月１回程度

【設立の経緯・プロセス】
令和５年６月29日認知症サポーターステップアップ講座実施。受講後のアンケートにてチームオレンジの活動に同
意が得られた方でチームオレンジを設置。

(4)

活動方針の話し合い
活動日時・活動頻度

48川島町-1

担 当 部 署
健康福祉課
049-299-1756 kourei@town.kawajima.lg.jp



【活動場所】
［吉見町介護予防施設「悠友館」］（JR高崎線鴻巣駅より東松山駅行バス20分、いちごの里よしみ下車徒歩20分）

〒355-0118　埼玉県比企郡吉見町大字下細谷1212

⾧寿福祉課
0493-53-0370 y-9015@town.yoshimi.saitama.jp

活動日時・活動頻度 月1回程度

【目的・コンセプト】
認知症になっても、本人や家族が安心して暮らし続けられる
温かく優しさで満ちた町を目指す

【基本情報】
市 町 村 名

(4)

【活動内容】

介護のつどいの参加

吉見町 人 口 1.7万人

49吉見町-1

担 当 部 署

吉見町（1）（チームオレンジ）

(5)

吉見町チームオレンジ

(1)
(2)
(3)

担 当 部 署

(3)

講座に参加

【今後の展望・課題】
(1) 定期的な活動を増やす

介護施設での傾聴ボランティア

行政による声かけ

(2)

【設立の経緯・プロセス】

【本人・家族の関わりの状況】



【設立の経緯・プロセス】

【本人・家族の関わりの状況】

【今後の展望・課題】
(1) 生活支援ボランティア以外のサポーター養成講座受講者へのステップアップ講座の実施。

(5)

56東秩父村-1

認知症本人・家族を地域で支える体制づくり

生活支援ボランティア「東秩父お守り隊」の定例会を隔月で開催。令和5年3月の定例会で「認知症サポータース
テップアップ講座」を実施。毎月開催している認知症カフェ「わしのカフェ」に当番制で参加、運営補助。

チームオレンジメンバーに認知症本人はいないが、チームオレンジが活動している認知症カフェには本人も参加してい
る。
チームオレンジメンバーには運営補助だけでなく、参加者とともに参認知症カフェに参加いただいている。

(2)
(3)

(1) 認知症カフェ「わしのカフェ」運営補助

【活動場所】
［和紙の里］（東武東上線小川町駅よりイーグルバスで（白石車庫）和紙の里行き約15分）
〒355-0375　埼玉県秩父郡東秩父村大字御堂441

(2)
(3)
(4)

0.2万人
担 当 部 署 保健衛生課

【目的・コンセプト】

【活動内容】
活動日時・活動頻度 毎月第２木曜日10時～12時

担 当 部 署 0493-82-1116 kaigo@vill.higashichichibu.lg.jp

東秩父村（チームオレンジ）

【基本情報】
市 町 村 名 東秩父村 人 口


